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ところが、実際は岩壁がもたらす乱流のため、少し離れ
たところの方が良い。第2図から第3図にこのような場
合の計算結果を示した。計算において、岩壁前縁での
剥離および再循環領域の形成、また、岩壁後の再付着お
よび再循環領域の形成が観察されるため、この流れに
おける現象を正しく捉えていることが分かる。同じ流
れを、既存モデルのWAsPやAVENUを用いて解析した
が、岩壁前縁での流れの剥離や再付着は全く再現され

新エネルギーに関する二つの大きなプロジェクトが、
著者の研究室で進みつつある。一つは、旧通産省系の
NEDO（新エネルギー・産業技術総合開発機構）のニュ
ーサンシャイン計画である「離島用風力発電システム
等技術開発」における「局所的風況予測モデルの開発」
である。もう一つは、旧科学技術庁系の科学技術振興
事業団の戦略的基礎研究（CREST）「超小型ガスタービ
ン・高度分散エネルギーシステム」である。これらは他
機関との共同研究であるが、ホットな情報として、公開
可能な範囲で以下に述べる。

クリーンで再生可能な風力エネルギーの利用は、ヨ
ーロッパでは急速に拡大しつつある。風力発電の設置
拡大には、風車の最適設置場所を選択するために、局所
的な風の状況（風況）を正確に予測できるモデルの構築
が不可欠である。これまでの風況予測には、欧米の標準
コードとなっている線形解析解に基づくWAsPや
AVENUが広く用いられていた。しかし、このモデルで
は地形の起伏が激しい日本では正しい風況予測は殆ど
不可能に近い。そこで、我が国独自の局所風況予測モデ
ルの開発が、本プロジェクトである。これは、地形の条
件（離島であれば、島の形状、崖の形状、木々の生えて
いる状況）、気象庁からの風情報（GPV）を基に、複数の
風車をたてた場合に、風の乱れが相互にどの様な影響
を与えるかまでも予測できる工学モデルの開発をする
ことである。上空の気象モデルのベースは、計算流体
力学（CFD）に基づくモデルでその精度が検証されてい
る日本気象協会の局地気象モデル（ANEMOS）である。
接地境界層のモデル開発が、著者の研究室の担当であ
る。平成12年度は乱流モデルの実地検証場である潮岬
周りの地形データが作成されたため、それから領域用
数値計算格子を作成し、試験計算を行った。以下その結
果の一例を示そう。

例えば、離島で岩壁のあるところに風車を建てるとな
ると、感覚的には海に最も近いところに建てたくなる。
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なかった。本結果は、NEDOプロジェクトで開発された
モデルが、設置場所付近の局所風況（流れ）の予測や年
間を通してどの方向の風が一番強いかなどを推定する
強力なツールとなることを保証する一例である。

計算精度の向上のため、地形に格子を合せる境界適
合格子を採用している。流入条件は、野外観測データに
より、北西から境界層厚さ50m、流速=10m/sの境界層
流とした。第4図と第5図の結果から、潮岬における風
車の最適建設場所は明白である。実地観測でここまで
絞り込もうとすると、莫大な費用と時間を要する。また、
ヨーロッパで用いられている風況予測モデルWAsPで
は、このような解析はできない。

科学技術振興事業団の戦略的基礎研究（CREST）「超
小型ガスタービン・高度分散エネルギーシステム」は、
東大、京大、阪大、名工大、産総研の共同プロジェクト
である。残念ながら、本年度がプロジェクトの中間評価
時期であるため、多くは語れない。プロジェクトの発端
は、今世紀は家庭の個性化が進み、家庭や地区のニーズ
に応じた分散型の電力や熱エネルギー供給システムが
間違いなく求められるという確実な予測にある。その
為には、5kWから30kW程度の発電を各家庭でしてし
まおうという「家庭内発電所」とも言うべきプロジェク
トである。
このプロジェクトの主役はマイクロガスタービン

（MGT）と燃料電池である。MGTについては、米国の

Capstone、Honeywellが火付け役となって世界的に技
術開発が進展し、最近では欧州のTurbec, BOWMAN
においても積極的な技術開発が行われている。MGTと
燃料電池を組み合わせた高効率複合システムが、本プ
ロジェクトではメインになりつつある。燃料電池とし
ては、MGTの相性から固体酸化物形のもの（SOFC）が
研究中である。MGT内の流動と伝熱の解析用モデルを
作成するのが著者の研究室の担当である。MGTあるい
は超小型コンプレッサーにおいては、極めて多くの流
体力学的素過程を考慮しなければならない。回転数は
10万rpm以上で、タービンの径は5～10 cm、翼の高さは
2～3 mm程度で、そのシミュレーションは困難を極
める。現在の最先端の学問レベルでも、回転の効果を
適切に表す乱流モデルは完成していない。著者の研究
室で最近開発したモデルは、上述の局所風況モデルに
用いたのと類似のモデルに回転の効果を組み込んだも
のである。第6図に最近の成果の一例を示した。高速回
転になり、サクションサイドで流れが層流化する現象が
ようやく予測できるようになった。

以上、著者の研究室で行われているプロジェクトを
紹介した。モノができても、次の発展に繋がらないの
は、このような基盤技術が日本ではまだまだ不足して
いるからだと常日頃感じている。国家プロジェクトの
一環として、このような基盤研究が取り上げられるよ
うになったのは、大いに評価すべきことといえよう。
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